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問1 平安時代に発達した、日本独自の文化の特徴を説明した文として、適切なものはどれか。 （2020年　埼玉県公立入試　類似）

1.  漢字を簡略化したり変形させた
りした仮名文字が工夫され、紀貫
之らによる『古今和歌集』などの
文学が盛んになった

2.  雪舟によって大成された水墨画
が、この時代の貴族たちの間で最
も好まれる芸術作品となった

3.  書院造と呼ばれる建築様式が広
まり、貴族の邸宅では畳を敷き詰
めた部屋で連歌が楽しまれた

4.  紫式部によって著された『源氏
物語』は、当時の武士の生活や戦
いの様子を生き生きと描いた物語
として普及した

問2 平安時代末期、藤原氏が摂政や関白として権力を振るった「摂関政治」を抑える形で、白河天皇が退位後も「上皇」として引
き続き政治の実権を握った政治形態を何と呼びますか。 （2015年　富山県公立入試　類似）

1.  院政 2.  執権政治 3.  親政 4.  武家政治

問3 平安時代中期から後期にかけて、宇治の平等院鳳凰堂などの華麗な阿弥陀堂が建立された背景にある社会的な要因や信仰につ
いて、正しく述べたものはどれですか。 （2022年　徳島公立入試　類似）

1.  仏教の教えが衰える末法の世へ
の不安から、阿弥陀如来にすがっ
て極楽浄土への往生を願う浄土信
仰が流行したため

2.  武士の勢力が増大したため、力
強さを象徴する禅宗の教えが幕府
の保護を受けて各地に広まったた
め

3.  遣唐使によってもたらされた最
新の建築技術を誇示し、天皇中心
の国家体制を維持しようとしたた
め

4.  平氏による南都焼討で失われた
寺院を復興させるため、重源が宋
の建築様式を取り入れて再建を進
めたため

問4 平安時代に流行した浄土信仰に関連して、当時の人々が行った活動や文化的な影響について説明したものとして、最も適切な
ものはどれですか。 （2016年　鳥取公立入試　類似）

1.  未来に仏の教えを伝えるため、
教典を筒に入れて地中に埋める
「経塚」が各地で作られた。

2.  座禅によって自ら悟りを開く修
行が重視され、武士の精神的な支
柱となった。

3.  国家の安定を願うため、聖武天
皇の命により全国に国分寺や国分
尼寺が建てられた。

4.  法華経の教えを広めることで、
戦国時代の京都において町衆が強
い団結力を持った。

問5 日本の歴史における仏教寺院の立地について、最澄が建立した天台宗の本山である延暦寺の所在地を説明したものとして正し
いものを選びなさい。 （2021年　長野県公立入試　類似）

1.  近畿地方の中央寄りに位置し、
滋賀県と京都府の境界付近にある

2.  関東地方の広大な平野の中に位
置し、交通の要衝となっている

3.  瀬戸内海から九州方面へ向かう
海沿いの地域に位置している

4.  東北地方の北部に位置し、当時
の政治の中心地から遠く離れてい
る

問6 平安時代中期、一条天皇の中宮定子に仕えた女性が、宮廷生活の体験や四季の移ろいに対する鋭い感性を書き記した作品があ
ります。この作品は、自然の美しさや日常生活の興味深い出来事を「をかし」という美意識でつづった、日本を代表する随筆
とされています。この作品の名称として正しいものはどれですか。 （2025年　鹿児島公立入試　類似）

1.  源氏物語 2.  枕草子 3.  土佐日記 4.  更級日記

問7 平安時代中期に藤原道長らが行った「摂関政治」とはどのような仕組みか、その説明として最も適切なものを選択してくださ
い。 （2017年　佐賀公立入試　類似）

1.  自分の娘を天皇の后にし、その
子（後の天皇）の外祖父（母方の
祖父）となって、摂政や関白とし
て実権を握る政治。

2.  天皇が位を退いた後、上皇とし
て「院」という役所を設置し、独
自の役人や軍事力を用いて行う政
治。

3.  征夷大将軍として東北地方の蝦
夷を平定し、その功績を背景に天
皇に代わって全国を統治する政
治。

4.  有力な武士が政治の拠点として
幕府を開き、御家人を組織して地
方の荘園などを管理する政治。

問8 平安時代の政治状況について、ドイツ出身のエマさんと日本の高校生が会話をしています。この時代の地方政治の実態を説明
する内容として正しいものはどれですか。 （2023年　奈良公立入試　類似）

1.  一部の有力な国司は受領と呼ば
れ、任地に赴いて徴税に励む一方
で、私的な蓄財を行うなど地方政
治が混乱する要因となった。

2.  国司は中央から派遣される役人
であったが、この時期にすべて武
士へと置き換わり、封建的な主従
関係が確立した。

3.  地方政治の乱れを解決するた
め、天皇が直接地方を統治する親
政が始まり、国司制度は完全に廃
止された。

4.  全国の農村で二毛作が一般化
し、経済的に豊かになった農民が
国司の権限を代行するようになっ
た。


